
絵 本 
テキスト創作塾 

通信 №6 
 

推敲の⼀⽅法 
文体その 1・リアリティ 

 

 作品にリアリティを持

たせることは、読者を惹き

つける意味からも重要な

ことです。 

 絵本の発想は自由でよ

いし、読み手がアッと驚き、

なるほどと思う展開は大

事な要素でもあります。だ

から何を書こうが構わな

いですが…。 

 編集中の例です。言うは

簡単、実際に採り入れるの

は相当に難しいのです。今

回は、発生した例を挙げて、

知ってもらうようにしま

す。 

 植物を主人公にした物

語の絵本。植物が歩いて旅

に出ますが、それを見送る

仲間の表情は、一つの顔を

コピーして貼り付けてあ

り、リアルさがまったく感

じられません。 

絵本をどう描くのも構

いませんが、貼り付け顔に

は表情がなく見るに堪え

ない絵になります。もっと

リアリティがないと読み

手に飽きられてしまいま

す。登場人物の表情を貼り

付けるのではなく、一つ一

つ作画して付けることで、

そこにリアリティが生ま

れて、読み手に共感しても

らえます。 

表情のリアリティが分

からないと言うので、目の

形を変えればその絵が生

き生きしてくると話しま

した。 

 何度かやり取りしてい

る中で、見開き 6 枚目に画

面一杯に描いた、大きな盛

り付けの場面が出てきま

した。これは何かと聞くと、

リアリティが大事という

から資料を参考にきっち

り正確に書いた絵だと言

います。 

 ストーリーには起承転

結があり、この絵は転の山

場のような絵に見えて、全

体の流れからも不自然だ

と指摘したが、理解しただ

ろうか。 

 このリアリティはどの

分野であれ、少なくてもそ

の場面が大事という表現

を見かけます。 

次回からその実例を書

くとします。 

書 評 

たいようをつかまえろ 

作：立川治樹  

絵：くすはら順子 

 太陽をつかまえようと

思い立ったのは、うみがめ

のアオとアカが、あまりに

も美しい夕日を見たせい

です。最初のページは、海

に沈む夕日の絵の美しさ、

壮大さで始まります。 

「沈んでいくたいような

がめてるだけやなくて、つ

かまえへんか？」 

「たいようをつかまるや

て？ そんなことできる

んか？」 

「しずんでいくとこわか

ってんやったら つかま

えにいったらええやんか」 

と。 

立川治樹さんの文章は

全文、関西弁の口語体です。

愉快な物語を期待させま 

す。 

次のページは、夕日が沈

むと海の世界が広がりま

す。朱色と黄金色から深い

青と水の色の世界にかわ

ります。くすはら順子さん

の絵の世界観は、太陽の日

没は美しく、海の生物を可

愛く力強く、壮大な自然と

迫力を描き出しています。

「たいようをつかまえ

ろ！」という壮大な計画は

実現するのでしょうか。 

アオとアカは、とうとう

海底まで探しに来ます。ダ

イオウイカのダイちゃん

の家があります。話を聞い

て、大きなダイオウイカが

太陽をつかまえようと探

しますが、海底の暗黒の世

界に太陽はいません。そこ

で、第２の計画、チョウチ

ンアンコウが、100 匹で明

るく光を出してくれます。

太陽はいません。太陽を探

す仲間たちは、伝言ゲーム

で知らせます。 

海の仲間が勢ぞろい

し、物語はクライマック

スへ。しかし、太陽はの

ぼっています。海面で

は、クジラ君が大ジャン

プをしてみますが、太陽

に届きません。物語のド

ラマチックな展開が絵の

迫力で見事に表現されて

います。 

この『たいようをつかま

えろ』は、日本児童文芸家

協会・絵本塾カレッジ共催

「絵本テキストグランプ

リ」第一回大賞受賞作家の

２作品目になります。 

 因みに第一回大賞受賞

作品は『ちょとつ』です。 

文・芦名丹佐（司書） 



作家の⾔葉 
 

村上春樹：（作家） 
僕は普段から、書きなが

ら頭のなかで朗読してる

ようなところがあるんで

す。自分が書いた文章を、

声には出さないけど頭の

なかで読み直して、言いよ

どむところとか言いにく

いところを書き直してい

くと、読みやすい文章がで

きる。  

頭のなかで音にするっ

ていうのがすごく大事な

んです。だから、朗読とい

うのは僕にとっては普段

の行為とそんなに変わら

ない。 

僕は 40 年以上小説家を

やってるけど、複数の引き

出しがないと行き詰まっ

てくるんですよね。僕は、

小説は長編、中編、短編を

書くし、エッセーも書くし、

翻訳をやるし、音楽の仕事

もする。小説というメイン

のことだけはやめないん

だけど、その時期その時期

でまわりの引き出しの種

類を変えながらやってま

す。 

小説家は一人で仕事し

てるから、コロナはあまり

関係ないんです。ただ、こ

ういう状況でラジオをや

って反応が戻ってくると、

みんなやっぱり寂しいん

だなという気がすごくし

ましたね。ラジオの声とい

うのは、そういう寂しさに

訴えかけるようなところ

がある。テレビの声とは違

って、おおむね穏やかでお

となしいものなのです。だ

から僕もなるべくゆっく

りとわかりやすいように、

平明な言葉で語りかける

ことを心がけています。 

 僕の場合は日々少しず

つ進めていく仕事なので、

来年こそはとか、そういう

のはないです。ただ、ある

程度年をとってきて、あと

いくつ長編書けるかなと

かね、そういうことはやっ

ぱり考えます。 

 創作力、創作意欲という

もんは、当然のことだけど

だんだん衰えていくもの

なんです、誰だって。そう

いうのに抗して、いつまで

も仕事ができるだろうな

と、いうふうには考える。

だからあまり急いでいろ

んなことをやるんじゃな

くて、時間をかけてじっく

りやりたいと思っていま

す。 

 

⾥中満智⼦ 

(マンガ家) 
やなせさんは、何にでも

本気の人。「子どもだから、

こういう表現をしないと

わからないだろう」という

遠慮は一切なくて、作詞し

た「アンパンマンのマーチ」

も、「なんのために 生ま

れて/なにをして 生きる

のか」って、すごい歌詞で

すよね。むしろ子どもが相

手だからこそ、ちゃんとし

たことを伝えなきゃとい

う思いはいつも感じまし

た。 

絵本が出た当時は「グロ

テスクだ」という批判もあ

ったそうですが、やなせさ

んはめげずに描き続けた。

飢えがどんなにつらいか、

戦中に自身が痛感したか

らこそ、目の前で飢えてい

る人がいたならば、食を分

け与えりのは当たり前の

行為なんだと、信念を持っ

ていらした。 

アンパンマンは闘いも

しますが、「分け与える」こ

とが主になっていると思

います。思い出すのが東日

本大震災の時。やなせさん

はアンパンマンのポスタ

ーを「どこでどう使っても

いいから」と提供して、そ

の後も積極的に復興支援

に関わっていました。被災

地で「アンパンマンのマー

チ」が流れると、子どもた

ちがみんな歌うんですよ

ね。大変な状況の中でも、

みんなが助け合い、分かち

合う。 

あの時、歌詞の意味を改

めて考えさせられました。

分かち合うことは、人と人

とのつながりの基本。だか

らこそアンパンマンは、こ

れからもずっと愛されて

いくと思います。 

 

⾔葉の中から 
山本周五郎・作家 

この世で経験すること

は、なに一つむなしいもの

はない。 

歓びも悲しみも、みんな

我々に、よく生きることを

教えてくれる。 

  亀井勝一郎・評論家 

 どんなに年をとっても、 

「第一歩」からやり直すと 

いった気持ちを、常に失わ

ないこと。 

それが最上の知恵に、我々

を導くであろう。 
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